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きれいな水（Ⅰ）の指標生物 少しきたない水（Ⅱ）の指標生物

カワゲラ ヘビトンボ

ヒラタカゲロウ ブユ

ナガレトビケラ アミカ

ヤマトビケラ サワガニ

ウズムシ

コガタシマトビケラ コオニヤンマ

オオシマトビケラ スジエビ

ヒラタドロムシ ○ヤマトシジミ

ゲンジボタル ○イシマキガイ

カワニナ

きたない水（Ⅲ）の指標生物 大変きたない水（Ⅳ）の指標生物

ミズカマキリ ○ニホンドロソコエビ

タイコウチ タニシ

ミズムシ ヒル

○イソコツブムシ

セスジユスリカ サカマキガイ

チョウバエ エラミミズ

アメリカザリガニ

表１水質階級と指標生物の関係

注）○は海水の少し混ざっている汽水域
き す い い き

の生物
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3. 水のきれいさの程度と生物 4. 記録用紙と記入の仕方

調査した結果は、表3、表5の記録用紙に記入します（表4、
表6の記入例を参考

さ ん こ う

にして下さい）。以下に、大切な項目
こ う も く

の
記入の仕方を説明します。

1）「調査地点」は、市町村名とその場所名または橋の名前などを記入

します。

2）「川幅
はば

」は、調査した場所の流れの幅を目分量で測って（目測
もくそく

して）

記入します。

3）「生物を採取
さいしゅ

した場所」は、「流れの中心」とか、「右岸（あるいは

左岸）からおよそ何メートル」というように書きます。

※右岸（左岸）とは、川の上流から下流を見て右側（左側）の川

岸のことです。

4）「流れの速さ」は、生物をつかまえた場所の大体の流れの速さを、

次のような3段階で記入します。

段　　　階

お　そ　い

ふ　つ　う

は　や　い

流れの速さの目安

表2 流れの速さの段階と目安

1秒間に30cm以下

1秒間に30～60cm位

1秒間に60cm以上

流れの速さを正しく簡単に測定したい場合には、3ｍないし5ｍの一定

の長さの細いひもをつけた浮きを用意し、時計の秒針を見ながら、ひも

のはしを持って、足元の水面近くから浮きを落とし、ひもがピンと張っ

て手応えを感じるようになるまでの時間を計り、1秒当たりの流れの速

さを求めます（図1参照）。

例えば、3ｍのひもを使って15秒であれば、300(cm)÷15(秒)＝約

20(cm/秒)となるので、表2から『おそい』と記入します。

川の中にはたくさんの生物がすんでいます。川の中にすむ生物の種類

は、水の中に溶けている酸素
さ ん そ

の量（溶存酸素
よ う ぞ ん さ ん そ

）と深い関係にあります。

川の水に溶けている酸素の量は、水温と水の汚
よご

れの程度によって変わり、

水温が低いほどたくさんの酸素が溶け、水温が高くなれば溶ける量は小

さくなります。また、酸素は水中の植物によっても作られますが、汚れ

ている川では水中に溶けている酸素が細菌
さいきん

等によってたくさん使われる

ことから、酸素の量が少なくなってしまいます。

酸素の量が少なくなるときれいな水にすむ生物はすめなくなり、汚れ

たところの生物が多く見られるようになります。このように、水の中に

溶けている酸素の量とそこにすむ生物の関係から、その地点にすむ生物

を調べることにより、水質など川の環境
かんきょう

の状態
じょうたい

が分かります。このよう

に川の環境の状態を私たちに教えてくれる生物を『指標生物
しひょうせいぶつ

』といいます。

水のきれいさの程度をきれいな水（水質階級
すいしつかいきゅう

Ⅰ）、少しきたない水（水質

階級Ⅱ）、きたない水（水質階級Ⅲ）、大変きたない水（水質階級Ⅳ）の4階

級に分け、それぞれの水質階級にすんでいる指標生物（30種類）を表１

に示しました。これらの指標生物は、水の汚れに敏感
びんかん

なものの中から、

目で見ることができる大きさで、日本全国に広く分布している生物をと

りあげています。
















